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*問題５７について 

 

問題５７は、（３）の記述にある「10メートルから 50メートル」は誤りで、正しくは

「50メートルから 500メートル」であるため、正答は選択肢（３）としていた。 

一方、選択肢（４）の記述は、「歩行者が安全に通行し得るために歩行者用として別

に幅 0.75メートル以上」とあるが、建設工事公衆災害対策要綱が令和元年９月２日に

改正され、改正要綱“第 27歩行者用通路の確保”の規定の内容(※)と選択肢(４)の記

述との相違が生じたため、この問題の選択肢として適切でない表現となっている。 

以上のことから、問題５７については正答なしとし、受験者全員を正解の扱いとした。 

 

※建設工事公衆衛生災害防止対策要綱(抜粋) 令和元年９月２日施行 

 

 

 

 

 

 

問題５７ 建設工事公衆災害防止対策要綱に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。 

 

(1)  施工者は、歩行者及び自転車が移動さくに沿って通行する部分の移動さくの設置に 

当たっては、移動さくの間隔をあけないようにし、又は移動さく間に安全ロープ等を張 

ってすき間のないよう措置しなければならない。 

 

(2)  施工者は、道路上に作業場を設ける場合は、原則として、交通流に対する背面から車 

両を出入りさせなければならない。ただし、周囲の状況等によりやむを得ない場合にお 

いては、交通流に平行する部分から車両を出入りさせることができる。 

 

(3)  施工者は、工事を予告する道路標識、掲示板等を、工事箇所の前方 10 メートルから 

50 メートルの間の路側又は中央帯のうち視認しやすい箇所に設置しなければならない。 

 

(4)  起業者及び施工者は、車幅制限する場合において、歩行者が安全に通行し得るために 
歩行者用として別に幅 0.75 メートル以上、特に歩行者の多い箇所においては幅 1.5 メ 

ートル以上の通路を確保しなければならない。 

 

第２７ 歩行者用通路の確保 

１ 発注者及び施工者は、やむを得ず通行を制限する必要がある場合、歩行者が安全に通行できるよ

う車道とは別に、幅 0.90 メートル以上（高齢者や車椅子使用者等の通行が想定されない場合は幅 0.75

メートル以上）、有効高さは 2.1 メートル以上の歩行者用通路を確保しなければならない。特に歩行者

の多い箇所においては幅 1.5メートル以上、有効高さは、2.1メートル以上の歩行者用通路を確保し、

交通誘導警備員を配置する等の措置を講じ、適切に歩行者を誘導しなければならない。 


